
V4とV3の違い  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項目 V4 V3

腸内フローラ判定 〇 〇

多様性判定 〇 〇

健康長寿菌判定 〇 〇

大腸画像検査おすすめ度（大腸がん） 〇 〇

機能性下痢リスク判定（IBS）   〇 ー

血圧系ディスバイオーシススコア判定（高血圧） 〇 ー

糖代謝系ディスバイオーシススコア判定（糖尿病） 〇 ー

個別菌の割合 〇 〇

有用菌の割合　 〇 ー

要注意菌の割合 〇 ー

改善のアドバイス 〇 〇

管理栄養士のコメント ー 〇

検査結果の解析期間（WEB閲覧まで） 約3週間 約4週間

質問表 任意 必須

V3 V4 



腸内フローラ判定（ディスバイオーシス判定） 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V4  V3 

各判定の見やすさを向上させました



腸内フローラからみた疾患リスク（項目追加） 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判断基準について 
 
健常者と各疾患の既往歴のある人における、 Mykinso の独
自のデータ分析結果 を元に、「特に関連が深い菌」を中心
とした菌全体のバランスや、年代などを加味して、独自のア
ルゴリズムで3 段階のリスク判定を行っています。

・機能性下痢（IBS）
・高血圧
・糖尿病

　新しく3つの疾患リスク判定を追加

NEW 



個別菌の割合 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V3 V4 

個別菌の割合のレイアウトを変更



「Mykinso Gut V4」個別菌の割合について 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菌の割合 判定チャート菌内訳 判定値検査項目

• 有用菌/要注意菌の分類

• 検査項目変更によりわかりやすさ向上

• 判定チャート追加により見やすさ向上



「Mykinso Gut V4」改善アドバイスについて 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各疾患リスクの改善アドバイス 有用菌の改善アドバイス 要注意菌の改善アドバイスNEW  NEW  NEW 

検査結果を反映して被検者様に合った改善アドバイスを記載


